
                             

 

 

 
 

冬休み ジュニア防災士講座 開催！ 

～いざという時にあわてない！みんなで備える防災力～ 

1 月９日(金)，町地域防災課主催でジュニア防災士講座が中央公民館で

行われました。町内の小学 4～6年生 26名の子どもたちが参加しました。 

 この講座では，地震・台風・富士山噴火等の災害が起きた時，「どうした

らいいか」を自分で考え，家族や地域の人たちと協力して行動できる力を

身に付けることを目指しています。今回の講座では，町地域防災課の職員

や防災士の方々と一緒に楽しく活動する中で，大切な防災の知識と知恵を 

学ぶことができました。主な５つの活動をご紹介します。 

①富士山噴火について学ぼう 

 初めに，富士山科学研究所の久保研究員より，もし富士山が 

噴火するとどのような現象が起こるのかについて話がありまし 

た。そして，噴火の際に起こり得る１つの現象「溶岩流」について，立体模

型を使って実験をしました。火口から溶岩がどのように流れるかを予想し，

溶岩に見立てた液体を実際に流して観察する実験です。子どもたちは実験を 

通して，どのように避難をすればよいかを考えることができました。 

②過去の災害から学ぼう 

 次に，町地域防災課の大関さんより，本町で過去に起こっ 

た災害について話がありました。1966年(昭和 41年)には， 

2つの大きな台風の到来により足和田災害が起こりました。 

また，1983年(昭和 58 年)には，台風の到来により河口 

湖の増水と土砂崩れが起こりました。この時，子どもだった大関さんは自 

宅が被災し，避難所で生活しなければならなくなったそうです。この体験を，当時の写真を提示し

ながら話してくれました。災害はいつ起こるか分かりません。近い将来，南海トラフ地震が起こる

とも言われています。家具の固定，地震の際に取るべき行動，備蓄品の確認など，大地震に備えて

おく必要性について子どもたちは学びました。 

③避難所について考えよう 

 災害が起きた際，在宅避難ができず避難所へ行かなくてはならない場合

があります。その避難所にはたくさんの人たちが集まります。みんなが少

しでも落ち着いて安全に過ごせるためには，どうしたらよいでしょうか。 

避難所を運営する立場になり，「避難所運営ゲーム HUG」を体験しながら避難所について考えま

した。 
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※今回の「避難所運営ゲーム HUG」は，子どもたちに分かりやすいように町地域

防災課が内容を易しくアレンジしたオリジナルのもので実施しています。 



④備蓄食料を喫食しよう 

 町で用意した備蓄食料をみんなで食べました。今

回のメニューは，炊き込みご飯・パン・ビスコでし

た。賞味期限の長さに驚いている様子でした。 

⑤避難所を体験してみよう 

 グループ毎に，段ボールベッドとテントを組み立て

ました。作業を一度覚えた子どもたちは，組み立てが

とても早く，災害時にも戦力になりそうな腕前でし

た。段ボールベッドをテント内に入れて，各グループ

お気に入りのスペース完成です。はじめは初対面だっ 

た子どもたちも，協力して作業したことでとても仲良

くなりました。 

 その後，ラップポントイレや更衣室テントを見学

し，使用方法について説明を受けました。避難所には

このような設備が必要になってくることを，子どもた 

ちは体験を通して学びました。 

 ⑤の避難所の体験の後，③で自分たちが考えた避難所をふり返り「トイレの場所を変えよう」な

ど意見を出しているグループもいました。最後に，各グループで考えた避難所を発表し合い，全体

で交流し合いました。今回参加した子どもたちは，講座のねらいを大いに達成し，防災力を高めら

れたと思います。いざという時にどのように行動すればよいかを考える良い機会になりました。 

冬休み学習応援教室 開催 

寒さに負けず やる気いっぱいの子どもたちを応援！ 
冬休みに町内の小・中学校で冬休み学習応援教室が開かれました。冬休みの

宿題や学習をしようと，のべ 287人の子どもたちが参加しました。 

 学習応援教室は，町教育委員会が主催し，町教育センターが事務局を務めて

います。指導は，各校に配置されている町費負担職員，学校生活支援員，退職

教員，大学生によって行われました。子どもたちは，各自持ってきた宿題や課

題に集中して取り組むことができま

した。分からないところは，指導者から丁寧に教えても

らいました。各学校で，寒さに負けずやる気いっぱいの 

子どもたちの姿が見られました。 

 

 

 子どもたちのよりよい学びのために，町立の小・中学校では４名の

ALT の先生方が活躍しています。12 月には，クリスマスに関わる

楽しい授業が行われた学校もありました。 

あと 2 ケ月で今年度が終わろうとしています。今年度学んだ内容

を身に付け，さらに新年度に向けて準備を進めてほしいと思います。 
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※昨年９月より，Cameron John Mclaughlin（キャメロン・ジョン・マクラフリン）先生が 

船津小・富士豊茂小で外国語の授業を行っています。 

全校でクリスマスの授業 

(富士豊茂小) 


